
「空気を読む」の「空気」って何？ 
ー  ⾯⽬⾏為と⽅針  ー

⼤⻄ 未希
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コミュニケーション研究とは

ちらっと⾒る、⾝振りを⾒せる、声を出すなどの⾮⾔語⾏
為を含め、観察できるものごとから、⼈びとのコミュニ
ケーションを分析する研究 

2



コミュニケーション研究とは

・おおきな分類は社会学 
・フィールドワークをもとに私たちの⽇常をひもとく概念
を導く 
 E.ゴフマン(1922-1982) ⽇常⽣活における⼈々の社会的相互作⽤を研究 

⇨概念を⽤いて、⾃分の⽇常を客観的に理解する
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Ex）共同制作を⾏う団体は、どんなやりとりをしてから話しやすい・作業しやすい場を実
現しているのか？ 
⇨⾼校⽣たちのファッションショー同好会のコミュニケーション分析  
⇨今後のまちづくり、場づくりのヒントに



本⽇の⽬的と⽬標

⽬的 
コミュニケーション研究の⾒地から「空気を読む」に関する⾃他
の⾏動を客観的に理解できる

⽬標 
・E.ゴフマンの「⽅針」を、⽇常的な具体例を基に説明できる 
・E.ゴフマンの「⾯⽬⾏為」を、⽇常的な具体例を基に説明できる 
・「空気を読む」状態を「⽅針」「⾯⽬⾏為」を使って⾃分なりに 
説明できる

※⽇常使う⾔葉が専⾨⽤語となっていくので注意
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急いだのに、⽬の前で電⾞のドアが閉まり 
⽬的の電⾞に乗れなかった
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急いだのに、⽬の前で電⾞のドアが閉まり 
⽬的の電⾞に乗れなかった

偶発的に⾃分が恥をかきそうになってしまう場⾯
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⼤げさに反応する／笑う／ 
独り⾔を⾔う etc

乗らないふりをする／ 
ホームから離れる etc
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⼤げさに反応する／笑う／ 
独り⾔を⾔う etc

乗らないふりをする／ 
ホームから離れる etc

 ー電⾞に乗ろうとしなくていいことを⾒せる

 ー電⾞に乗れず悔しがっていることを⾒せる
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⼤げさに反応する／笑う／ 
独り⾔を⾔う etc

乗らないふりをする／ 
ホームから離れる etc

誇り、名誉を維持する⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗ろうとしなくていいことを⾒せる

負けっぷりのよい⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗れず悔しがっていることを⾒せる
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⼤げさに反応する／笑う／ 
独り⾔を⾔う etc

乗らないふりをする／ 
ホームから離れる etc

誇り、名誉を維持する⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗ろうとしなくていいことを⾒せる

負けっぷりのよい⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗れず悔しがっていることを⾒せる

⽅針
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⼤げさに反応する／笑う／ 
独り⾔を⾔う etc

乗らないふりをする／ 
ホームから離れる etc

誇り、名誉を維持する⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗ろうとしなくていいことを⾒せる

負けっぷりのよい⾃分でありたい 
 ー電⾞に乗れず悔しがっていることを⾒せる

⽅針

⾯⽬⾏為
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「⽅針」と「⾯⽬⾏為」

⽅針

⾯⽬⾏為

⽅針に基づき、⾯⽬を保つために⾏う⾏為

「〜という⾃分でありたい」という気持ち

※「⾯⽬」とは⽅針に基づいて表出する⾃分のイメージのこと
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Erving Goffman(1967) Interaction ritual:Essays on face 
to face behavior. Random House Inc. / E.ゴフマン(2002) 
『儀礼としての相互⾏為：対⾯⾏動の社会学』



ワーク①「公共の場」での⽅針と⾯⽬⾏為
ワーク①に、体験した恥をかきそうな場⾯のことを書き込んでください

状況 
１対⼤勢（公共の場）

⽅針 
具体的に：電⾞に乗らなくて
いいことを⾒せる 

抽象的に：誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

⾯⽬⾏為 
・電話するふりをする 
・⾜早に歩く 

例） 
場所：電⾞の中／図書館／映画館／美術館／コンサートホール等 
恥をかきそう：携帯が鳴った／モノを落とした／変なところで笑った
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場所：電⾞の中 

恥をかきそうな事： 
急いだのに電⾞に乗
れなかった

※⽅針「抽象的に」は「〜⾃分でありたい」の⼀⽂にまとめてください。 
「誇り・名誉を維持する⾃分でありたい」「負けっぷりのよい⾃分でありたい」等



状況 
１対⼤勢（公共の場）

⽅針 
具体的に：電⾞に乗らなくて
いいことを⾒せる 

抽象的に：誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

⾯⽬⾏為 
・電話するふりをする 
・⾜早に歩く 
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場所：電⾞の中 

恥をかきそうな事： 
急いだのに電⾞に乗
れなかった

ペアになり書き込んだ内容をシェアしてください

※「⽅針」と「⾯⽬⾏為」を使って説明してください

ワーク①「公共の場」での⽅針と⾯⽬⾏為



他者との関係と⾯⽬⾏為

１対⼤勢（知⼈）
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他者との関係と⾯⽬⾏為

おなかが鳴った…
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１対⼤勢（知⼈）



他者との関係と⾯⽬⾏為
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⾃分

他者

他者

time

⽅針 ⾯⽬⾏為

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする



他者との関係と⾯⽬⾏為
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⾃分

他者

他者

time

⽅針

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする

⾃分の⽅針をどう⽀持 
してくれるかを待つ

⾯⽬⾏為



他者との関係と⾯⽬⾏為
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⾃分

他者

他者

time

⽅針

⽅針 ⾯⽬⾏為

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする

⾃分の⽅針をどう⽀持 
してくれるかを待つ

相⼿の誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

そしらぬ顔をして話を
続ける

⾯⽬⾏為



他者との関係と⾯⽬⾏為
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⾃分

他者

他者

time

⽅針

⽅針

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする

⾃分の⽅針をどう⽀持 
してくれるかを待つ

相⼿の誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

そしらぬ顔をして話を
続ける

⾯⽬⾏為

⾯⽬⾏為

防衛的⽅策

保護的⽅策



⾯⽬⾏為のなりたち

防衛的⽅策

保護的⽅策
他者の⾯⽬を保とうとする⾯⽬⾏為

⾃分の⾯⽬を保とうとする⾯⽬⾏為
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⾃分の⽅針と他者の⽅針から、 
「防御的⽅策」「保護的⽅策」の⼆種の⾯⽬⾏為 
を繰り返す複雑な⾏為を⾏っている 



ワーク②「知⼈と⼀緒にいる場」での⽅針と⾯⽬⾏為

ワーク②の下記の部分を書き込んでください
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⾃分

⽅針 ⾯⽬⾏為（防御的⽅策）

状況 
１対⼤勢（知⼈）
場所：会議室

恥をかきそうな事： 
会議中にお腹がなってし
まった

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする

⾃分の⽅針をどう⽀持 
してくれるかを待つ



・ワークシートを隣の⼈と交換してください 
・相⼿のワークシートをよみ、⾃分が他者だったらどうするかを 
考えて下記の部分を書いてあげてください
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他者

time

⽅針 ⾯⽬⾏為（保護的⽅策）

相⼿の誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

そしらぬ顔をして話を
続ける

ワーク②「知⼈と⼀緒にいる場」での⽅針と⾯⽬⾏為



発表
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ワーク②「知⼈と⼀緒にいる場」での⽅針と⾯⽬⾏為



他者との関係と⾯⽬⾏為
１対１ １対⼤勢（知⼈）

１対⼤勢（公共の場） 複数⼈対⼤勢（公共の場）
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⾃分

他者

他者

time

⽅針

⽅針

お腹がなったことを知
られたくない

誇り・名誉を維持する 
⾃分でありたい

そしらぬ顔をする

⾃分の⽅針をどう⽀持 
してくれるかを待つ

相⼿の誇り・名誉を維持
する⾃分でありたい

そしらぬ顔をして話を
続ける

⾯⽬⾏為

⾯⽬⾏為

防衛的⽅策

保護的⽅策

本⽇のまとめ



本⽇のまとめ
⾃分

他者

⽅針 ⾯⽬⾏為
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⾃分

他者

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為
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本⽇のまとめ



⾃分

他者

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為
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本⽇のまとめ

・・・



⾃分

他者

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為

空気
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本⽇のまとめ

・・・



⾃分

他者

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為

⽅針 ⾯⽬⾏為

空気を読んで 
⾏う⾏為
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本⽇のまとめ

・・・
空気
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